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東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
（
一
Ｆ
）
の
汚
染
水
に
つ
い
て
は
、
十
月
二
十
七
日
に
開
催
す
る
廃
炉
・
汚
染
水
対
策
関
係
等
閣

僚
会
議
で
海
に
放
出
す
る
方
針
を
決
め
る
と
の
報
道
が
流
れ
た
が
、
梶
山
弘
志
経
産
大
臣
が
、
二
十
三
日
の
廃
炉
・
汚
染
水
対

策
チ
ー
ム
会
合
後
の
会
見
で
、
二
十
七
日
に
は
決
定
し
な
い
と
述
べ
た
と
言
う
。 

 

し
か
し
、
先
の
報
道
で
は
、
「
国
の
基
準
値
の
四
十
分
の
一
ま
で
海
水
で
薄
め
る
」
、
「
放
出
期
限
は
三
十
年
程
度
を
見
込

ん
で
い
る
」
（
二
〇
二
〇
年
十
月
十
六
日
読
売
新
聞
）
と
具
体
的
な
中
身
が
報
じ
ら
れ
て
い
た
。
政
府
方
針
が
不
明
な
ま
ま
、

報
道
が
一
人
歩
き
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
今
年
五
月
二
十
八
日
に
提
出
し
た
「
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
濃

度
に
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
核
種
が
あ
る
こ
と
に
関
す
る
質
問
主
意
書
」
で
尋
ね
た
こ
と
も
踏
ま
え
て
、
以
下
、
質
問
す
る
。 

一 

原
子
力
規
制
委
員
会
は
、
二
〇
一
二
年
十
一
月
七
日
に
決
定
し
た
「
特
定
原
子
力
施
設
へ
の
指
定
に
際
し
東
京
電
力
株
式

会
社
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
に
対
し
て
求
め
る
措
置
を
講
ず
べ
き
事
項
に
つ
い
て
」
で
、
東
京
電
力
に
対
し
て
、
瓦
礫
や

汚
染
水
等
に
よ
る
敷
地
境
界
に
お
け
る
実
効
線
量
を
年
一
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
未
満
と
す
る
こ
と
を
求
め
た
。 

 
 

そ
れ
を
踏
ま
え
て
、
ト
リ
チ
ウ
ム
の
排
水
基
準
濃
度
は
水
一
リ
ッ
ト
ル
あ
た
り
六
万
ベ
ク
レ
ル
で
あ
る
と
こ
ろ
、
一
Ｆ
で

の
液
体
廃
棄
物
の
排
出
は
、
サ
ブ
ド
レ
ン
と
地
下
水
バ
イ
パ
ス
で
合
計
一
リ
ッ
ト
ル
あ
た
り
千
五
百
ベ
ク
レ
ル
と
し
て
き



 

２ 

 

た
。
し
た
が
っ
て
、
ト
リ
チ
ウ
ム
入
り
の
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
を
海
洋
放
出
す
る
場
合
に
も
、
サ
ブ
ド
レ
ン
と
地
下
水
バ
イ
パ

ス
と
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
合
計
で
一
リ
ッ
ト
ル
あ
た
り
千
五
百
ベ
ク
レ
ル
と
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。 

二 

経
産
省
の
多
核
種
除
去
設
備
等
処
理
水
の
取
扱
い
に
関
す
る
小
委
員
会
は
二
〇
一
一
年
十
二
月
か
ら
三
十
～
四
十
年
間
の

「
廃
止
措
置
」
終
了
時
に
汚
染
水
処
分
も
終
え
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
い
る
が
、
廃
止
ま
で
に
は
、
汚
染
水
の

増
加
原
因
で
も
あ
る
原
子
炉
建
屋
へ
の
地
下
水
流
入
を
止
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

三 

凍
土
壁
で
は
地
下
水
の
抑
制
し
か
で
き
ず
、
止
水
に
は
至
っ
て
い
な
い
が
、
地
下
水
バ
イ
パ
ス
、
サ
ブ
ド
レ
ン
、
雨
水
浸

透
を
防
ぐ
敷
地
舗
装
以
外
の
抜
本
的
な
止
水
方
法
を
、
な
ぜ
検
討
し
な
い
の
か
。 

 

右
質
問
す
る
。 


